
(57)【要約】

【課題】簡単な構造で二本のトラックベルトを独立駆動

可能な多軸駆動雪上車を提供するにある。

【解決手段】車体後上部に鞍乗型の運転シートを備え、

この運転シートの下方にクローラ機構４を配置すると共

に、車体の前下部に左右一対の操舵用スキッド２を備え

、運転シートの前方に操舵用スキッド２を操作するステ

アリングハンドルを設けた雪上車１において、クローラ

機構４は左右一対のトラックベルト９を備え、これらの

トラックベルト９を複数の電動モータ１８を用いてそれ

ぞれ独立駆動可能に構成したものである。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 体 後 上 部 に 鞍 乗 型 の 運 転 シ ー ト を 備 え 、 こ の 運 転 シ ー ト の 下 方 に ク ロ ー ラ 機 構 を 配 置 す
る と 共 に 、 車 体 の 前 下 部 に 左 右 一 対 の 操 舵 用 ス キ ッ ド を 備 え 、 上 記 運 転 シ ー ト の 前 方 に 上
記 操 舵 用 ス キ ッ ド を 操 作 す る ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル を 設 け た 雪 上 車 に お い て 、 上 記 ク ロ ー
ラ 機 構 は 左 右 一 対 の ト ラ ッ ク ベ ル ト を 備 え 、 こ れ ら の ト ラ ッ ク ベ ル ト を 複 数 の 電 動 モ ー タ
を 用 い て そ れ ぞ れ 独 立 駆 動 可 能 に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 多 軸 駆 動 雪 上 車 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 電 動 モ ー タ を 、 上 記 左 右 の ト ラ ッ ク ベ ル ト の 間 に 、 前 後 方 向 に 縦 列 配 置 し た 請 求 項 １
記 載 の 多 軸 駆 動 雪 上 車 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 電 動 モ ー タ を 、 上 記 左 右 の ト ラ ッ ク ベ ル ト の 前 方 に 、 上 記 ク ロ ー ラ 機 構 に 近 接 さ せ て
車 体 の 幅 方 向 に 離 間 し て 並 列 配 置 し た 請 求 項 １ 記 載 の 多 軸 駆 動 雪 上 車 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 左 右 の ト ラ ッ ク ベ ル ト 間 の 上 記 運 転 シ ー ト 下 方 に 電 源 を 配 置 し た 請 求 項 ２ ま た は ３ 記
載 の 多 軸 駆 動 雪 上 車 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 ク ロ ー ラ 機 構 の 後 側 に 配 置 さ れ る 従 動 輪 の 内 部 に 電 動 モ ー タ を 内 蔵 し た 請 求 項 １ ～ ４
の い ず れ か に 記 載 の 多 軸 駆 動 雪 上 車 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 多 軸 駆 動 雪 上 車 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 雪 上 車 は 内 燃 機 関 で 無 限 軌 道 で あ る ト ラ ッ ク ベ ル ト を 駆 動 し て 走 行 す る よ う に 構
成 さ れ 、 操 舵 は 車 体 の 前 方 に 設 け た 操 舵 用 ス キ ー で 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 安 定 性 や 走 行 性 を 向 上 さ せ る た め 、 二 本 の ト ラ ッ ク ベ ル ト を 用 い た も の も あ る （
例 え ば 特 許 文 献 １ お よ び ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ４ － ５ ７ ７ ２ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ４ － ７ １ ９ ８ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 二 本 の ト ラ ッ ク ベ ル ト を 一 台 の 内 燃 機 関 で そ れ ぞ れ 単 独 で 駆 動 す る こ と
、 い わ ゆ る 多 軸 駆 動 は 雪 上 車 の 構 造 上 困 難 で あ る 。 ま た 、 各 ト ラ ッ ク ベ ル ト を 独 立 駆 動 す
る た め に 、 限 ら れ た ス ペ ー ス 内 に 内 燃 機 関 を 二 台 置 き 、 さ ら に こ れ ら の 回 転 を 制 御 す る こ
と も 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 に 、 雪 上 車 は 内 燃 機 関 の ト ル ク の 変 動 を 、 遠 心 ク ラ ッ チ を 用 い て 伝 動 す る た め 、 内 燃
機 関 を 動 力 源 と し て 多 軸 駆 動 を 行 う に は 各 内 燃 機 関 に 対 し て 遠 心 ク ラ ッ チ が 一 台 ず つ 必 要
と な り 、 こ れ ら の 二 軸 の 回 転 の 制 御 は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 述 し た 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で 、 簡 単 な 構 造 で 二 本 の ト ラ ッ ク ベ ル ト
を 独 立 駆 動 可 能 な 多 軸 駆 動 雪 上 車 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 多 軸 駆 動 雪 上 車 は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 し た
よ う に 、 車 体 後 上 部 に 鞍 乗 型 の 運 転 シ ー ト を 備 え 、 こ の 運 転 シ ー ト の 下 方 に ク ロ ー ラ 機 構
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を 配 置 す る と 共 に 、 車 体 の 前 下 部 に 左 右 一 対 の 操 舵 用 ス キ ッ ド を 備 え 、 上 記 運 転 シ ー ト の
前 方 に 上 記 操 舵 用 ス キ ッ ド を 操 作 す る ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル を 設 け た 雪 上 車 に お い て 、 上
記 ク ロ ー ラ 機 構 は 左 右 一 対 の ト ラ ッ ク ベ ル ト を 備 え 、 こ れ ら の ト ラ ッ ク ベ ル ト を 複 数 の 電
動 モ ー タ を 用 い て そ れ ぞ れ 独 立 駆 動 可 能 に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た よ う に 、 上 記 電 動 モ ー タ を
、 上 記 左 右 の ト ラ ッ ク ベ ル ト の 間 に 、 前 後 方 向 に 縦 列 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た よ う に 、 上 記 電 動 モ ー タ
を 、 上 記 左 右 の ト ラ ッ ク ベ ル ト の 前 方 に 、 上 記 ク ロ ー ラ 機 構 に 近 接 さ せ て 車 体 の 幅 方 向 に
離 間 し て 並 列 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ４ に 記 載 し た よ う に 、 上 記 左 右 の ト ラ
ッ ク ベ ル ト 間 の 上 記 運 転 シ ー ト 下 方 に 電 源 を 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に ま た 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ５ に 記 載 し た よ う に 、 上 記 ク ロ ー
ラ 機 構 の 後 側 に 配 置 さ れ る 従 動 輪 の 内 部 に 電 動 モ ー タ を 内 蔵 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 多 軸 駆 動 雪 上 車 に よ れ ば 、 操 縦 性 、 旋 回 性 、 走 行 性 お よ び 安 定 性 が 向 上 す
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 を
適 用 し た 雪 上 車 の 右 側 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は こ の 雪 上 車 の 下 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ の 雪 上 車 １ は 前 後 方 向 に 延 び る 車 体 の 前 下 部 に 左 右 一
対 の 操 舵 用 ス キ ッ ド ２ が 左 右 に 操 舵 可 能 に 設 け ら れ る 。 ま た 、 操 舵 用 ス キ ッ ド ２ は フ ロ ン
ト サ ス ペ ン シ ョ ン 機 構 ３ に よ り 緩 衝 可 能 に 支 持 さ れ る 。 一 方 、 車 体 の 後 下 部 に は 左 右 一 対
の ク ロ ー ラ 機 構 ４ が 車 体 の 幅 方 向 に 離 間 し て 設 け ら れ る 。 こ れ ら の ク ロ ー ラ 機 構 ４ は 、 例
え ば 前 側 に 配 置 さ れ た 左 右 一 対 の 駆 動 輪 ５ と 、 後 側 に 配 置 さ れ た 左 右 一 対 の 従 動 輪 ６ と 、
こ れ ら の 動 輪 ５ ， ６ 間 に 配 置 さ れ た 複 数 個 の 中 間 輪 ７ と 、 こ れ ら の 中 間 輪 ７ を 緩 衝 可 能 に
支 持 す る 左 右 一 対 の リ ヤ サ ス ペ ン シ ョ ン 機 構 ８ と 、 各 車 輪 ５ ～ ７ の 周 囲 に 巻 装 さ れ た 左 右
一 対 の ト ラ ッ ク ベ ル ト ９ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ク ロ ー ラ 機 構 ４ の 上 方 の 車 体 後 上 部 に は 前 後 に 延 び る 鞍 乗 型 の 運 転 シ ー ト １ ０ が 設 け ら
れ 、 こ の 運 転 シ ー ト １ ０ の 左 右 に は 一 段 低 い ス テ ッ プ １ １ が 設 け ら れ る 。 ま た 、 運 転 シ ー
ト １ ０ の 前 方 は 車 体 カ バ ー １ ２ に よ っ て 覆 わ れ 、 こ の 車 体 カ バ ー １ ２ の 後 上 部 、 運 転 シ ー
ト １ ０ の 前 方 に は ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト １ ３ を 介 し て 上 記 操 舵 用 ス キ ッ ド ２ を 操 作 す る ス
テ ア リ ン グ ハ ン ド ル １ ４ が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル １ ４ 前 方 に は メ ー
タ パ ネ ル １ ５ や こ れ ら の ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル １ ４ お よ び メ ー タ パ ネ ル １ ５ を 覆 う ウ ィ ン
ド シ ー ル ド １ ６ 等 が 設 け ら れ 、 メ ー タ パ ネ ル １ ５ 前 方 の ウ ィ ン ド シ ー ル ド １ ６ 前 下 端 に は
ヘ ッ ド ラ イ ト １ ７ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ク ロ ー ラ 機 構 ４ の 前 側 に 配 置 さ れ た 左 右 一 対 の 駆 動 輪 ５ に は そ れ ぞ れ 電 動 モ ー タ １ ８ が
接 続 さ れ る 。 こ れ ら の 電 動 モ ー タ １ ８ は 、 左 右 の ト ラ ッ ク ベ ル ト ９ の 間 に 、 前 後 方 向 に 縦
列 配 置 さ れ る 。 ま た 、 車 体 カ バ ー １ ２ 内 の ク ロ ー ラ 機 構 ４ お よ び 電 動 モ ー タ １ ８ の 前 方 に
は 通 常 の バ ッ テ リ や 二 次 電 池 、 燃 料 電 池 等 の 電 源 １ ９ が 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 車 体 カ バ ー
１ ２ の 前 部 に は 電 動 モ ー タ １ ８ や 電 源 １ ９ を 冷 却 す る た め の 冷 却 風 を 車 体 カ バ ー １ ２ 内 に
取 り 入 れ る 吸 気 口 ２ ０ が 設 け ら れ る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 方 、 ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト １ ３ の 近 傍 に は ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル １ ４ 、 す な わ ち 操 舵
用 ス キ ッ ド ２ の 切 れ 角 度 や 角 速 度 を 検 知 す る ハ ン ド ル 角 セ ン サ ２ １ が 設 け ら れ る 。 こ の ハ
ン ド ル 角 セ ン サ ２ １ は 電 子 制 御 モ ジ ュ ー ル で あ る Ｅ Ｃ Ｍ ２ ２ に 接 続 さ れ る と 共 に 、 こ の Ｅ
Ｃ Ｍ ２ ２ に 上 記 電 動 モ ー タ １ ８ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 電 動 モ ー タ １ ８ は 、 従 来 の ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の よ う な 内 燃 機 関 と 比 べ 、 そ の サ イ ズ が コ
ン パ ク ト な た め 、 車 体 カ バ ー １ ２ の 内 部 （ 従 来 の エ ン ジ ン ル ー ム ） に 複 数 台 、 例 え ば 二 台
配 置 可 能 と な る 。 ま た 、 電 動 モ ー タ １ ８ は そ の ト ル ク 変 動 を 自 在 に 制 御 可 能 で あ る た め 、
従 来 の 内 燃 機 関 に は 必 要 で あ っ た 遠 心 ク ラ ッ チ （ Ｃ Ｔ Ｖ ） の よ う な ト ル ク 変 動 手 段 が 不 要
と な り 、 直 接 ト ラ ッ ク ベ ル ト ９ を 駆 動 可 能 に な る 。 そ し て 、 複 数 台 の 電 動 モ ー タ １ ８ は そ
れ ぞ れ の 回 転 数 制 御 が 比 較 的 容 易 に 行 な え る た め 、 ト ラ ッ ク ベ ル ト ９ を 左 右 二 本 に 独 立 配
置 し て そ れ ぞ れ を 別 個 の 電 動 モ ー タ １ ８ を 駆 動 す る い わ ゆ る 多 軸 駆 動 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 雪 上 車 １ の ク ロ ー ラ 機 構 ４ を 多 軸 駆 動 と し た こ と に よ り 、 ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル １ ４ の
操 舵 角 度 に 応 じ て 前 後 の 電 動 モ ー タ １ ８ の 回 転 数 、 す な わ ち 左 右 の ト ラ ッ ク ベ ル ト ９ の 速
度 を 変 え る こ と が で き 、 車 両 の 旋 回 時 に ア シ ス ト を 行 な う こ と が 可 能 と な っ て 旋 回 性 が 向
上 す る 。 ま た 、 電 動 モ ー タ １ ８ は 容 易 に 逆 回 転 さ せ る こ と が で き る の で 、 左 右 の ト ラ ッ ク
ベ ル ト ９ を 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 さ せ れ ば そ の 場 旋 回 も 可 能 と な り 、 狭 い 場 所 で の 取 り 回
し が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 二 本 の ト ラ ッ ク ベ ル ト ９ を 左 右 に 離 間 配 置 し た こ と に よ り 、 左 右 一 対 の 操 舵 用 ス
キ ッ ド ２ と 共 に 雪 上 車 １ を 四 点 支 持 で き 、 安 定 性 が 増 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 電 動 モ ー タ １ ８ を 用 い る こ と に よ り 遠 心 ク ラ ッ チ （ Ｃ Ｔ Ｖ ） が 不 要 と な り 、 車
体 幅 が 狭 め ら れ て 走 行 抵 抗 が 低 減 で き る と 共 に 、 騒 音 や 排 気 ガ ス を 出 さ な い の で 、 環 境 に
優 し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 を 適 用 し た 雪 上 車 の 右 側 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ は こ の
雪 上 車 の 下 面 図 で あ る 。 な お 、 第 一 実 施 形 態 に 示 し た も の と 同 一 の 構 成 部 材 に は 同 一 の 符
号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 こ の 雪 上 車 ３ １ は 左 右 の ト ラ ッ ク ベ ル ト ９ の 前 方 に 、 ク
ロ ー ラ 機 構 ４ に 近 接 さ せ て 左 右 一 対 の 電 動 モ ー タ ３ ２ が 車 体 の 幅 方 向 に 離 間 し て 並 列 配 置
さ れ る 。 ま た 、 左 右 の 電 動 モ ー タ ３ ２ は 、 例 え ば ベ ル ト や チ ェ ー ン 、 ギ ヤ 等 の 動 力 伝 達 手
段 ３ ３ を 介 し て 駆 動 輪 ５ に 接 続 さ れ る 。 さ ら に 、 左 右 の ト ラ ッ ク ベ ル ト ９ 間 の 運 転 シ ー ト
１ ０ 下 方 に は 電 源 ３ ４ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 電 動 モ ー タ ３ ２ を 左 右 の ト ラ ッ ク ベ ル ト ９ の 前 方 に 配 置 す る と 共 に 、 電 源 ３ ４ を 左 右 の
ト ラ ッ ク ベ ル ト ９ 間 の 運 転 シ ー ト １ ０ 下 方 に 配 置 し た こ と に よ り 、 車 体 カ バ ー １ ２ の 前 部
の 吸 気 口 ２ ０ か ら 取 り 入 れ た 冷 却 風 （ 図 ４ に 矢 印 で 示 す ） が 各 機 器 に 均 等 に 当 た り 、 冷 却
性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 重 量 の 嵩 む 電 源 ３ ４ を 左 右 の ト ラ ッ ク ベ ル ト ９ 間 の 運 転 シ ー ト １ ０ 下 方 に 配 置 し
た の で 、 低 重 心 化 お よ び マ ス の 集 中 化 を 図 る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 走 行 性 お よ び 操 縦
性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 三 実 施 形 態 を 適 用 し た 雪 上 車 の 下 面 図 で あ る 。 な お 、 第 一 実 施 形 態
に 示 し た も の と 同 一 の 構 成 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の 雪 上 車 ４ １ は 、 ク ロ ー ラ 機 構 ４ の 前 側 に 配 置 さ れ た 左 右 一 対 の
駆 動 輪 ５ に 接 続 さ れ る 電 動 モ ー タ ４ ２ と は 別 に 、 ク ロ ー ラ 機 構 ４ の 後 側 に 配 置 さ れ る 左 右
一 対 の 従 動 輪 ４ ３ に も 別 途 電 動 モ ー タ ４ ４ を そ れ ぞ れ 接 続 し た も の で あ り 、 こ の 第 三 実 施
形 態 に お い て は 従 動 輪 ４ ３ の 内 部 に 電 動 モ ー タ ４ ４ を 内 蔵 し た い わ ゆ る ホ イ ー ル イ ン モ ー
タ 形 式 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 従 動 輪 ４ ３ の 内 部 に 電 動 モ ー タ ４ ４ を 内 蔵 し た こ と に よ り 、 い わ ゆ る 四 輪 駆 動 と な っ て
ト ラ ッ ク ベ ル ト ９ の す べ り 等 の 動 力 ロ ス が 減 少 し 、 走 行 性 お よ び 操 縦 性 が 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 多 軸 駆 動 雪 上 車 の 第 一 実 施 形 態 を 示 す 雪 上 車 の 右 側 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 雪 上 車 の 下 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 多 軸 駆 動 雪 上 車 の 第 二 実 施 形 態 を 示 す 雪 上 車 の 右 側 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す 雪 上 車 の 下 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 多 軸 駆 動 雪 上 車 の 第 三 実 施 形 態 を 示 す 雪 上 車 の 下 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１ ， ３ １ ， ４ １ 　 雪 上 車
２ 　 操 舵 用 ス キ ッ ド
４ 　 ク ロ ー ラ 機 構
５ 　 駆 動 輪
６ ， ４ ３ 　 従 動 輪
９ 　 ト ラ ッ ク ベ ル ト
１ ０ 　 運 転 シ ー ト
１ ４ 　 ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル
１ ８ ， ３ ２ ， ４ ２ ， ４ ４ 　 電 動 モ ー タ
１ ９ ， ３ ４ 　 電 源
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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